


















独立企業型産業システム independant firm-based industrial
system と比べて、シリコンバレーの強さ＝地域優位を
地域ネットワーク型産業システム regional network-
based industrial system に求めた１）。この観点はシリ
コンバレーでは、広く流布、継承されている。ジョイ
ントベンチャー・シリコンバレーネットワーク JV：
SVN は、いわゆる IT バブル崩壊（2000年）と９・11
ショック（2001年）後のシリコンバレーの展望をまと
めた白書 Next Silicon Vally において、イノベーショ
ン都市としてのシリコンバレーの強みはサクセニアン
が分析したネットワーク型地域 Networked Region と
それによる取引費用 transaction cost の削減にあり、
さらに社会的イノベーションの充実による信頼／社会







































































業種の秘訣はもはや秘訣でなくなる the mysteries of







的枠組みのなかに組み込まれ firms are embedded in a
social and institutional setting 、相互に影響しあって
いるとし、サクセニアンは、産業システム induatrial
system の概念を提示する。




・地域の組織と文化 local institutions and culture
・産業構造 industrial structure








decentralized regional network-based industrial
system 

































































































































































































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・
のではなく拡大を
生み出す
・ ・ ・ ・
ような第一次的な変化である。それは
はじめに





















































































































































































































































































































































参照されたい。Next Silicon Valley:Riding The
Waves of Innovation，White Paper December 2001，
prepared by The Next Silicon Valley Leadership





































訳書28頁）。邦訳では「they do so only by denying







































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
という題銘は経
済学の基礎に関する書巻にとくに適切な題銘であ
る。」マーシャル（永澤訳）『経済学原理１』10頁。
また、「経済学者にとってのメッカは経済動学であ
るよりはむしろ経済生物学である。」（『経済学原理
１』11頁）と述べ、社会有機体的経済学の視点を明
らかにしている。
15）詳しくは、根井雅弘『マーシャルからケインズへ』
（名古屋大学出版会、1989年）155 頁以降参照。
16）マーシャル（永澤訳）『経済学原理２』158頁
17）マーシャル（永澤訳）前掲書159頁
18）この点は、マーシャル（永澤訳）前掲書159～169
頁参照
19）マーシャル（永澤訳）前掲書193～194頁参照
20）この点は、マーシャル（永澤訳）前掲書164～167
頁参照
21）これらの諸点については、マーシャル（永澤訳）
前掲書171～193頁参照
22）マーシャル（永澤訳）前掲書193頁
23）マーシャル（永澤訳）前掲書194頁
24）マーシャル（馬場啓之助訳）『経済学原理Ⅱ』251
頁。永澤訳の『経済学原理２』では、「地域化された
産業」「地域化産業」と訳している（同書196～7頁）。
25）マーシャル（永澤訳）前掲書200頁
26）この部分は、重要なので全文を引用しておく。「地
域化された産業の持つ利益。世襲的な熟練／産業が
そのようにして自らの地域を選んだ時には、長くそ
こに留まる傾向がある。同一の熟練職種に従事する
人々が相互に近隣から得ることのできる利益は、そ
れほど大である。その職種の秘密はもはや秘密では
なくなり、いわば空気のようなものとなり、子供た
ちは無意識のうちにそれらの多くのものを学ぶ。よ
い仕事は正しく評価され、機械、工程および事業の
一般的な組織における発明と改善は、その長短が立
ちどころに　論議され、１人が新たな考案を始める
と、他の人々によって取り上げられ、それらの人
々の考えと結合され、そのようにしてさらに新たな
考案の源泉となる。」
「補助産業の成長／また間もなく補助産業がその
近隣に成長し、道具や原料を供給し、輸送を組織し、
多くのし方で原料の節約に貢献するようになる。」
「高度に専門化された機械の利用／さらに、その
業種で使用される個々の資本は大規模なものではな
いとしても、同一種類の生産量が全体として大量で
ある地域においては、高価な機械の経済的な利用が
時としてきわめて高度に達成されることがある。な
ぜなら、それぞれ生産過程の一小部分に専ら従事し、
近隣のきわめて多数の企業のためにそのような部分
の仕事をあうる補助産業は、もっとも高度に特殊化
された性格を持つ機械を常時稼働することができ、
最初の費用は高く、減価も非常に急速であっても、
経費を償うことができるからである。」
「特殊な熟練にたいする地域的な市場／また最も
初期の段階を除いたすべての経済発展の段階におい
て、地域された産業は、熟練に対して絶えざる市場
を提供するという事実から、大きな利益を獲得して
いる。雇主は、自ら必要とする特殊な熟練を持った
選り抜きの労働者を発見できる土地に、居を定めよ
うとする傾向がある。他方で仕事を探している人々
は、彼らの持っている熟練を必要とする多数の雇主
がいて、良好な市場を見出すことができると思われ
る土地に、自然と赴くことになる。孤立した工場の
所有者は、一般労働者に関しては豊富な供給に接近
できるとしても、特殊な熟練労働者の不足のために、
非常な苦境に追い込まれることがある。また熟練労
働者の側は、失業した場合に容易に避難所を求める
ことができない。」マーシャル（永澤訳）前掲書200
～202頁
27）ここの部分は、マーシャル（永澤訳）前掲書203
～204頁を参照
28）この２つの相反する影響の部分は、マーシャル
（永澤訳）前掲書204～205頁を参照
29）マーシャル（永澤訳）前掲書205頁
30）マーシャル（永澤訳）前掲書209頁参照
31）マーシャル（永澤訳）前掲書210頁
32）マーシャル（永澤訳）前掲書212～217頁参照
33）マーシャル（永澤訳）前掲書217～220頁参照
34）マーシャル（永澤訳）前掲書221～223頁参照
35）スラッファは、外部経済による収穫逓増論は部分
均衡論というマーシャル理論の大前提に違反すると
批判し、J. ロビンソンなどの不完全競争理論へと発
展する契機となる。中村達也他著『経済学の歴史』
（有斐閣アルマ、2001年）などを参照。
36）J. A. シュンペーター（大野忠男・木村健康・安
井琢磨訳）『理論経済学の本質と主要内容（上）』岩
波文庫（1983年、原著は1920年刊）52～53頁
74
37）シュンペーター（塩野谷祐一・中山伊知郎・東畑
精一訳）『経済発展の理論（上）』（岩波文庫、1977
年。原著は1912年刊）180頁
38）シュンペーターは次のように述べている。「経済
における革新は、新しい欲望がまず消費者の間に自
発的に現れ、その圧力によって生産機構の方向が変
えられるというふうにおこなわれるのではなく、む
しろ新しい欲望が生産の側から消費者に教え込ま
れ、したがってイニシアティブは生産の側にあると
いうふうにおこなわれるのがつねである。」『経済発
展の理論（上）』181頁
39）シュンペーター『経済発展の理論（上）』182頁
40）シュンペーター（八木紀一郎編訳）『資本主義は生
きのびるか　経済社会学論集』（名古屋大学出版会、
2001年10月）124頁。内部経済と外部経済について
は、「第４章　資本主義の不安定性」（111～142頁、
この論文は1928年発表）で論じられている。
41）シュンペーター『資本主義は生きのびるか　経済
社会学論集』125～126頁
42）シュンペーター『資本主義は生きのびるか　経済
社会学論集』130頁
43）シュンペーター『経済発展の理論（上）』182～
183頁
44）シュンペーター『経済発展の理論（上）』190頁
45）シュンペーター『経済発展の理論（上）』198～
199頁
46）シュンペーター『経済発展の理論（上）』207頁
47）シュンペーター『経済発展の理論（上）』222頁
48）シュンペーター著／中山伊知郎・東畑精一訳『新
装版 資本主義・社会主義・民主主義』（東洋経済新
報社、1995年６月）129頁
49）シュンペーター『新装版 資本主義・社会主義・民
主主義』130頁。ここでは、「不断に古きものを破壊
し新しきものを創造して、たえず内部から経済構造
を革命化する産業上の突然変異」＝創造的破壊とす
る。ただし脚注で、「厳密にいえば、これらの革命
は不断に行われるものではない。それらは、比較的
平穏な期間の介在によって相互に分離された不連続
的な突進として起こる。しかしつねに革命があるか、
もしくは革命の結果の吸収がある－これら２つのも
のが一緒になっていわゆる景気循環を形成する－と
いう意味では、全体としての過程は不断に動いてい
るといえる」と補足している。
50）P. クルーグマン『脱・国境の経済学』（東洋経済
新報社、1994年10月、原著1991年刊）を参照。クル
ーグマンは「技術の波及」を軽視していない。
51）原田誠司「産業集積における創発・自己組織化の
ダイナミズム」『那須大学論叢』第１号（2000年３
月）を参照。
52）原田誠司「サイエンスパークの経済学」『那須大
学論叢』第２号（2001年３月）を参照。
53）小門裕之「シリコンバレーのベンチャー文化と科
技島・台湾華人ネットワークの展開」『調査季報』
第44号（国民金融公庫綜合研究所、1998年２月）、
A. サクセニアン「シリコンバレーと台湾新竹コネク
ション」『転換期の東アジアと日本企業』（青木昌
彦・寺西重郎編著、2000年３月）、原田誠司「中国
におけるサイエンスパークの現状と方向」『新産業
政策研究かわさき』第３号（川崎市産業振興財団、
2005年３月）などを参照。
54）原田誠司「地域イノベーションシステム試論」『新
産業政策研究かわさき』創刊号（川崎市産業振興財
団、2003年３月）を参照。なお、本稿では、シュン
ペーターとマーシャルの企業家機能を中心にした企
業家論については検討できなかったが、池本正純
『企業　家とはなにか』（八千代出版、2004年９月）
が大いに参考になる。参照されたい。
（2005年９月18日）
